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例 言

．本書は、平成 年度、平成 年度に保存修理工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施した史跡旧

奥行臼駅逓所主屋の発掘調査報告書である。

．本書の作成・執筆は、石渡一人が行った。

．調査指導・各種同定については次の方々に依頼した。

調査指導 田才 雅彦（文化財サポート）

動物遺体同定 ． 小林 真樹（帯広百年記念館）

陶磁器類同定 関根 達人（弘前大学）、佐藤 雄生（松前町教育委員会）

．発掘調査及び整理作業には次の方々の指導、助言、協力を得た。記して感謝の意を表する次第です。

（敬称略、順不同）

文化庁記念物課 五島昌也、北海道教育委員会文化財・博物館課 藤原秀樹、村本周三、根室管内学芸

職員研究会、羅臼町教育委員会 天方博章、標津町教育委員会 小野哲也、中標津町教育委員会 山宮

克彦、村田一貴、根室市教育委員会 猪熊樹人、厚岸町教育委員会 熊崎農夫博、公益財団法人北海道

埋蔵文化財センター 長沼孝、帯広百年記念館 北沢実、帯広市 笹島香織、厚岸町 中野清、別海町

役場建設水道部 小島実、別海町 渡辺昇、麻郷地麻美、高橋智美、沼田明美

．調査に関する諸記録及び出土遺物については、すべて別海町教育委員会が保管する。

凡 例

．挿図の縮尺は、不統一の部分もあるのですべてスケールを示した。

．挿図中の方位は磁北を示している。

．挿図の断面及び遺跡測量図の等高線の数字は標高を示している。
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１．調査にいたる経緯

史跡旧奥行臼駅逓所は明治 年（ ）に開設した奥行臼駅逓所を中核とする史跡である。駅逓制度

の最盛期である大正時代の部分も現存する主屋は創建時と変わらない場所にあり、当時使われていた調

度品や馬小屋が残っている。また、指定地内には交通の要衝であった証である各方面への旧道跡もあり、

本駅逓所は当時の景観を良く残している貴重な駅逓所であり、北海道開拓の具体的な歴史を物語る極め

て重要な文化遺産である。

奥行臼駅逓所は昭和 年（ ）に廃止後も旅館及び民家として使われ続け、幾度か増改築されなが

らも、駅逓所として使われていた部分は所有者により大切に維持・管理されてきた。そのため文化財と

しての価値がよく保存された状態のまま、主屋が昭和 年（ ）に所有者により別海町に寄贈され、

同年に別海町指定文化財に指定された。翌年より 年間かけて修繕工事を実施し、昭和 年（ ）か

ら一般公開を開始した。平成 年（ ）には、「奥行臼駅逓」として北海道指定有形文化財に指定され、

主屋のほか、馬小屋 棟、倉庫 棟が附属施設として指定されている。

別海町教育委員会では、平成 年度（ ）より旧奥行臼駅逓所についての資料調査・聞取り調査を

行い、社団法人北海道建築士会中標津支部に依頼して建築物調査を実施した。これらの調査結果を『別

海町奥行臼駅逓所調査報告書（ ）別海町教育委員会』として刊行した。

それら成果を踏まえ、さらに手厚い保護により旧奥行臼駅逓所の恒久的保存を目指すこととし、平成

年（ ） 月に旧奥行臼駅逓所の史跡への指定を文部大臣に申請し、同年 月 日をもって史跡に

指定されるに至った。

別海町では、貴重な文化遺産である史跡旧奥行臼駅逓所を将来にわたって適切かつ計画的に保存管理

するための指針としての保存管理計画を策定するために、平成 年度（ ）より別海町史跡旧奥行臼

駅逓所保存管理計画策定委員会を設置した。平成 年（ ） 月に『史跡旧奥行臼駅逓所保存管理計

画書 平成 ・ 年度史跡等保存管理計画策定事業報告書（ ）別海町教育委員会』を刊行、今後の

保存管理計画の方針が定められた。

平成 年（ ） 月には「別海町史跡旧奥行臼駅逓所整備検討委員会」、「同建築専門部会」を設置、

保存管理計画に従って予定されている史跡の最も重要な構成要素である駅逓所主屋の保存修理工事のた

めの検討協議に入った。平成 年（ ） 月に『史跡旧奥行臼駅逓所主屋保存修理工事基本設計（ ）

別海町教育委員会』を刊行し、修理工事の方針が定められた。

駅逓所主屋の保存修理工事は、平成 年度（ ）～平成 年度（ ）に実施されることとなり、

主屋解体後コンクリート基礎を敷設し修理されることとなった。このためコンクリート敷設部分の内容

確認調査を平成 年度（ ）、外構工事（雨落）に伴う工事部分を平成 年度（ ）に発掘調査を

実施することとした。

―iv―

北棟・中央棟調査状況（東から）

図版 南棟礎石地業 根石（東から）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

南棟礎石地業 （東から）

南棟礎石地業 （北から）

南棟柱穴 ・ ・ （南から）

南棟表玄関（東から）

南棟裏玄関（南から）

調査風景北棟（南から）

調査風景南棟（北から）

図版 出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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（３）歴史的背景

江戸時代以来の宿駅制度は全国的には明治 年（ ）年に廃止されるが、北海道では入植者が利用

する独自の駅逓制度として存続し、さまざまな制度改正を経ながら、北海道の開拓の進展に連動して発

展を遂げた。これまで公用公人の宿駅制度であったものが一転して入植者の利用が主体となり、北海道

拓殖計画推進上重要な意義を持つに至った。明治当初、その名称は「本陣」から「旅籠屋並」、そして「旅

籠屋」へと目まぐるしく変更されたが、明治 年（ ）に「駅逓」に改称された。明治 年（ ）

には「駅逓規則」が定められている。

三県一局時代には駅逓制度はそれぞれの県で独自の展開を見せるが、明治 年（ ）に三県が廃さ

れて北海道庁となると、全道統一的な官設駅逓制度が整えられていくことになる。明治 年（ ）に

「駅逓補助金支給規程」が定められ、経営が厳しい駅逓所への補助金支給による駅逓所の健全育成化が

図られた。さらに同年「官設駅逓所取扱規程」が定められ、駅逓所の設置には地元郡長を関与させ、駅

逓取扱人に一定の資格を定めて月額 円以内の手当てを支給することとし、「官設駅逓所家屋建築標準

図」などにより駅舎の構造、間取り、仕様、取扱い方法が規定された。また駅逓所の設置に関しては、

土地、駅舎および馬匹等は官費とした。牧場、畑、駅舎の面積は一定とし、馬は 頭以内とし必要に

応じて常備することとした。

明治 年（ ）に策定された北海道拓殖十年計画では、駅逓所は 年間で 箇所を新設し、必

要の無くなった駅逓所 箇所が廃止されることとされた。また同年、「官設駅逓所取扱規程」は「駅逓

所規程」へと変わり、取扱人業務の内容も新しくなった。駅逓取扱人は、 歳以上の男子で土地や家屋

をもち、駅逓所経営上必要な資金を有し、人馬車継立営業者宿屋営業者の資格を有していることが必要

条件とされた。この規程制定以後、駅逓制度は一部改定されるが大きな変化はなく、駅逓所の設置方針

は官設主義に徹することになる。

内陸部への入植と道路の開削整備推進につれて駅逓の任務もその重要性を増して駅逓所の設置も増

加し、大正期にはその最盛期を迎えた。大正 年（ ）には全道で 箇所の駅逓所が存在してい

た。昭和 年（ ）、「駅逓所規程」が「駅逓所規則」に全面改訂された。官設物件の制限を敷地千

坪以内、田畑 万坪以内、牧場 万坪以内および馬 頭以内とし、駅逓取扱人の手当て支給額は

月 円以内とした。

その後、地域ごとに入植者の集落化が進み、旅宿や運送業者が芽生え育成されたのに加え、鉄道や軌

道の敷設が計られて、駅逓制度はその使命が薄れていった。このため北海道庁では昭和 年（ ）に、

以後 ヵ年で漸次制度の縮小を図り、駅逓制度の廃止方針を立て、昭和 年（ ） 月をもって廃

止（千島を除く）されるに至った。

旧奥行臼駅逓所は、別海町東部、国道 号線と国道 線が交差する奥行地区にある。

「奥行臼」とは、アイヌ語地名の「ウコイキウシ 」が元になった地名で、その意味は「争

闘セシ処」であり、「根室ポロモシリ村ノアイヌ厚岸アイヌト戦ヒシ処」であったという。

この奥行臼地区に和人が入り始めたのは、北海道国有未開地処分法が制定された明治 年（ ）以

降のことである。住民は薪炭業を営む出稼ぎ寄留民が大勢を占めていたが、その後製炭を業とする者の

中から定住者が現れ、奥行臼駅逓所が開設された頃には 戸 人が定住するに至った。また明治

年（ ）には奥行臼簡易教育所も開設された。

明治 年（ ）年 月 日、奥行臼駅逓所が開設されて駅逓業務を開始した。隣の駅逓所は別
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３．調査の概要と経過

（１）調査の概要

＜平成 年度＞

事 業 名 史跡旧奥行臼駅逓所整備事業

調 査 番 地 北海道野付郡別海町奥行 番地

調査主体者 別海町教育委員会教育長 伊藤多加志

調 査 体 制 教育部長 中谷隆弘

（調査事務局）教育部次長 山田一志

生涯学習課文化財担当主査 戸田博史（史跡整備担当者）

生涯学習課文化財担当 川村遥（発掘調査補助員）

郷土資料館主幹 石渡一人（発掘調査担当者）

発掘調査作業員 長谷川裕美子、臼井久美子、徳野翔、渡辺正幸、加藤エミ子、

木村利勝、渡辺隆良、渡辺シゲ子、上月昭彦、土屋昭雄、土屋妙子

整理作業員 仙石史子

発掘調査期間 平成 年 月 日～平成 年 月 日

整理作業期間 平成 年 月 日～平成 年 月 日

調 査 面 積 ㎡

調 査 結 果 検出遺構 礎石地業 ｶ所、柱穴 基、溝跡 ｶ所、土坑 基、集石 ｶ所、

旧便槽跡 ｶ所。

出土遺物 陶磁器類 点、金属製品 点、木製品 点、ガラス製品 点、

動物遺体 点
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当賀駅逓所（現根室市別当賀）と別海駅逓所（現別海町本別海）であり、奥行臼駅逓所からはそれぞれ

里 町、 里 町の距離があった。奥行臼駅逓所の駅舎は駅逓取扱人山崎藤次郎の自宅がそのまま

使われ、官馬 頭が配備された。

新潟県出身の山崎藤次郎は、明治 年（ ）に北海道根室町に移住し、薪炭業を営んでいたが、牧

畜の適地としての将来性に目を付けて明治 年（ ）に奥行臼に移住した。当初は牛を飼育していた

が、明治 年（ ）に牛の価格が暴落したため、所有していた 頭の牛すべてを売却して牝馬と入

れ替え、馬の繁殖に専念した。駅逓所を開設したのはまさにこの転換点の年であった。藤次郎の繁殖改

良した馬は高値で売られるようになり、ますます馬の数が増えたために隣接地を購入し、 万坪の放

牧地、 万坪の牧草地、 頭を超える馬を抱える大牧場に成長した。

薪炭業を開始した頃から屋号「山ト」を用い、牧場や後に駅逓所から衣替えした旅館にもこの屋号が

用いられて山ト牧場、山ト旅館となった。広大な土地と数多くの馬匹を擁する山崎藤次郎は「大和の殿

様」とも言われ、昭和 年（ ）に死去するまで、地元の名望家として尊敬を集めていた。

奥行臼の小学校がこの屋号を取って大和小学校となり、駅逓所のすぐそばに作られた神社も大和神

社となったこともその現れである。

この山崎牧場の発展に合わせるように、駅逓所の建物も増築を重ねていった。当初桁行 間であった

平屋の自宅兼駅逓所は、間もなく 間に増築され、さらに大正 年（ ）には 間半に増築されると

ともに、二階建の寄棟が増築された。この寄棟は現存し、駅逓制度全盛期の威容を誇っている。

大正 年（ ）に殖民軌道根室線が開通し、さらにより内陸部への入植が進んだため、奥行臼駅逓

所はその必要性が薄れ、昭和 年（ ）に別当賀駅逓所とともに廃止された。駅逓所としては廃止さ

れたものの、山崎藤次郎はその駅舎を「山ト旅館」としてそのまま旅館業を続け、むしろ駅逓所時代よ

りも大変な賑わいを見せたという。また、昭和 年（ ）年には省線標津線が開通し、奥行臼にも駅

が設置され、駅周辺には多くの建物が作られた。

戦後、薪炭業は姿を消し、奥行地区の産業も現在の別海町の主要産業である酪農業へと転換していっ

た。昭和 年（ ）には奥行臼を始点とする村営軌道が開通したが、自動車の普及に伴いわずか 年

で廃止された。昭和 年（ ）には大和小学校も廃校となり、さらに平成元年（ ）にはＪＲ標津

線も廃止され、旧奥行臼駅逓所周辺にあった民家や商店などは現在ほとんど姿を消している。

駅逓所廃止後も、山崎藤次郎の子孫が酪農業を代々引き継いでいったため、駅舎のみならず、広大

な放牧地や馬小屋、推定樹齢 年と言われる別海町指定文化財「オクユキウスの大楢」などの樹木や

景観、道路跡など、駅逓所時代のものが数多く残っている。

奥行臼駅逓所が設置された明治 年（ ）に 箇所であった駅逓所は以後漸増して大正 年

（ ）には制度存続中最多の 箇所を数えるに至った。この年をピークに駅逓所の数は減り始め、

昭和 年（ ）には 箇所を割り込んだ。すなわち奥行臼駅逓所は、北海道第一期拓殖事業計画が

実行に移される中、北海道の駅逓史における最盛期にあった駅逓所であり、その最盛期のたたずまいを、

今も残る馬小屋や道の跡などとともに現代にまで伝えてくれている。
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４．調査区の設定と調査方法

（１）調査区の設定（第 図）

調査区は、駅逓所主屋の長軸（ ライン）を基点に平行させた ｍメッシュのグリッドを駅逓所主屋全

体に設定した。西から東へアルファベットで ～ 、北から南へ数字で ～ とし、グリッドの北西角の

ポイント名をグリッドの名称とした。

調査区の座標は道道上風蓮奥行線の境界点の成果を使用して求めた。遺跡の中心である グリッドポ

イントの座標は、Ｘ － Ｙ＝ （世界測地系平面直角座標系第 Ⅲ系）である。標高は

級基準点からレベル移動した。

（２）調査の方法

測量調査は、平板とレベルを使用し、礎石や関連施設、発掘調査区を縮尺 で記録した。測量面

積は ㎡である。

発掘調査は、コンクリート基礎敷設部分に杭を設置し、発掘調査区を設定後、ジョレンと移植ゴテに

よって掘り進めた。調査面積は、平成 年度が ㎡、平成 年度が ㎡、合計 ㎡である。なお、

北棟のジャッキアップに伴う土台部分（ ～ ）は、遺構保存のため必要最低限の調査とし、上部の地業

形状と根石の確認に留めた。

遺構、遺物の出土状態及び土層断面は基本的に縮尺１ で位置、規模、標高等を方眼紙で記録した。

土層断面の色調等は『新版標準土色帖』 年度版を使用して記録し、写真記録はデジタルカメラを用

いて行った。

（３）整理の方法

遺物は水洗・注記・計測・接合・台帳作成と一連の作業を行った。図面の作成は、発掘現場での原図

を基に、第 原図を作成し、デジタルトレースを行った。

５．調査結果

（ ）測量調査（第 図・第 表）

駅逓所主屋解体後、地表に現れた礎石や関連施設は、第 図及び第１表のとおりである。礎石は任意

に番号を付け、発掘調査により検出した礎石も適時番号を付けた。

礎石は、①自然石玉石、②切石、③コンクリート基礎 （上 角・下 角・高さ ）、④コン

クリート基礎 （上 角・下 角・高さ ・面取有）、⑤コンクリート基礎 （上 角・下

角・高さ、 ・ ）、⑥コンクリートブロック、⑦コンクリートに種別される。

北棟は、大正 年（ ）に増築された棟である。自然石玉石が 個、コンクリート基礎 が 個、

コンクリートが 個である。北側に便槽がある。大きさは × 、厚さ のコンクリート製の

もので中央で折れ曲がり、土圧によるものと思われる。小便を便槽に流すものが東側にあり、大きさは

× 、コンクリート製である。凍上により浮き上がっているようである。
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（２）調査の目的

駅逓所主屋は、明治 年（ ）～ 年（ ）創建時の中央棟、大正 年（ ）増築の北棟、

昭和 年（ ）増改築の南棟の 棟より構成されている。調査は、主屋解体後の礎石等の現況把握の

ための測量調査の実施。主屋修理に伴うコンクリート基礎敷設、外構工事（雨落）に伴い掘削される中

央棟、北棟、南棟の基礎部分の内容確認のための調査を実施した。また、北棟は、建物の保存状態が良

好なことから解体せずジャッキアップを行い修理されることになったため、ジャッキアップの支台を設

置する部分の調査も行った。

（３）調査の経過

＜平成 年度＞

平成 年 月 日 平成 年 月 日付別教生 号現状変更許可申請書提出。（同年 月 日許可）

月 日 調査担当者による発掘調査用グリッド杭設置作業及びレベル移動。

月 日 礎石等の現況測量調査開始（～ 月 日・延べ 日間）。

月 日 北棟ジャッキアップ支台部分（トレンチ ～ ）の発掘調査開始。（～ 日・延べ 日間）

月 日 発掘調査機材の現地搬入

月 日 発掘調査作業員導入。発掘調査開始、南棟西側より調査開始。

月 日 別海町文化財保護審議会委員視察

月 日 別海町史跡旧奥行臼駅逓所整備検討委員会来跡、

月 日 中央棟・北棟西側調査開始。

月 日 文化庁記念物課五島昌也氏、北海道教育委員会文化財・博物館課藤原秀樹氏調査指導。

月 日 町民対象講座・発掘調査見学会開催

月 日 別海町史跡旧奥行臼駅逓所整備検討委員会委員田才雅彦氏調査指導。

～ 日 根室管内学芸職員研究会研修会「近代建築物の発掘調査」開催。

月 日 中央棟・南棟東側調査開始

月 日 別海町史跡旧奥行臼駅逓所整備検討委員会建築専門部会来跡

月 日 発掘調査機材撤収。現地調査終了。

月 日 整理作業員導入。遺物水洗・注記・計測・台帳作成。図面整理、素図作成。

～ 月 日

月 日 動物遺体の同定を帯広百年記念館小林真樹氏に依頼。

＜平成 年度＞

月 日 平成 年 月 日付別教生 号現状変更の計画変更書提出。（同年 月 日許可）

月 日 発掘調査機材の現地搬入

月 日 発掘調査作業員導入。発掘調査開始、北棟西側より調査開始。

月 日 別海町史跡旧奥行臼駅逓所整備検討委員会建築専門部会来跡

月 日 発掘調査機材撤収。現地調査終了。

月 日 遺物水洗・注記・計測・台帳作成。図面整理、素図作成。報告書原稿執筆。

～ 月 日
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さ を測る。

集石 は、 グリッド、礎石番号 の西側に位置し、 層除去後検出された。長さ ｍ 、幅

～ 、厚さ を測る。

集石 は、 グリッド、礎石番号 の北側に位置し、 層除去後検出された。長さ 、幅 、

厚さ、 を測る。

いずれも北棟の礎石地業内の円礫（～ ）と同じもので、地業内に使用するためのものであろうか。

中央棟（第 図・第 図・第 表・第 表）

中央棟は、明治 年（ ）～明治 年（ ）の創建時から駅逓所への用途変更時の時期である

が、増改築により当時の様相は不明である。

調査区内では、測量調査時に 個の礎石を確認、内訳は、自然石玉石が 個、切石が 個、コンク

リート基礎 が 個、コンクリート基礎 が 個、コンクリートブロックが 個である。この内、礎石

地業が有るものが 個、無いものは 個で、礎石番号 、 、 、 である。その他検出された

遺構は、柱穴 基、土坑 基、集石 ｶ所である。

出土遺物は、陶磁器類 点、金属製品 点、ガラス製品 点、木製品 点、動物遺体 点、その

他 点、合計 点である。

礎石地業

礎石地業は 層下面、整地層下面から検出された。形状は、楕円形、隅丸方形、大きさは、上端 ～

、下端 ～ 、深さ ～ を測り断面形状は箱型である。地業の根石は、～

の円礫、～ の切石、コンクリート片である。以下、礎石の種別により礎石地業について述べる。

自然石礎石の礎石地業

自然石礎石は、礎石番号 を除き建物内に配置されている。礎石地業の根石の設置などに違いがあ

り、以下のように分けられる。①下部に切石を設置し、上部に～ ㎝の円礫を敷設し根石にするものが

個（礎石番号： ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ）、②上部～下部まで切石と円礫を混同し根石

にするものが 個（礎石番号： ・ ・ ）、③～ の円礫を根石にするものが 個（礎石番号：

・ ）、北棟の地業と同様のもの、④地業内に ｶ所の掘り込みがあり、円礫、切石、コンクリート

片を混同し根石にするものが 個（礎石番号： ）、⑤地業がなく切石で礎石を固定するもの 個（礎

石番号： ・ ・ ）に分けられる。

コンクリート礎石 の礎石地業

コンクリート礎石 は、建物西側に設置されている。（礎石番号： ・ ・ ・ ・ ）礎石底部

に～ の切石を設置し、地業上部まで切石と円礫を混同し根石にし、黒褐色土で締め固めている。底

部以外の切石の設置の仕方に効果的な組み方がないように思われる。礎石番号 のように根石が少な

い地業もある。

コンクリート礎石 の礎石地業

コンクリート礎石 は、建物東側に設置されている。（礎石番号： ・ ・ ・ ）礎石底部は、

基本的に切石を設置し根石にしているが、～ の円礫、コンクリートが付着した円礫、コンクリート

片が混じる。地業内に ｶ所の掘り込みがあるものに、礎石番号 がある。礎石の違いはあるが南側の

礎石番号 と同じく建物改築に伴う礎石位置の変更によるものであろうか。

―20―

 

深さ ���� の規模の便槽があったと思われる。�
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柱穴 は、 グリッド、礎石番号 と の間に位置する。上端 、下端 、深さ を

測る。

柱穴 は、 グリッド、礎石番号 の東に位置する。上端 、下端 、深さ を

測る。

柱穴 は、 グリッド、礎石番号 の南側に位置する。およそ 分の ほどの検出規模である。

上端 、下端 、深さ を測る。

柱穴 は、 グリッド、礎石番号 の北側に位置する。上端 、下端 、深さ

を測る。

柱穴 は、 グリッド、礎石番号 の北側に位置する。およそ半分ほどの検出規模である。

上端 、下端 、深さ を測る。

柱穴 は、 グリッド、礎石番号 の東側に位置する。上端 、下端 、深さ

を測る。

柱穴 は、 グリッド、礎石番号 と の間に位置する。上端 、下端 、深さ

を測る。

柱穴 は、 グリッドポイント付近で検出された土坑 の底部から検出された。上端 、

土坑底面からの深さ を測る。

土坑（ ～ ）

土坑は 基検出された。

土坑 は、 グリッド、礎石番号 、 の間に位置する。 層除去後、 層上面で検出された。

上端 、下端 、深さ を測る。覆土は、 層の摩周 火山灰（ ｇ）である。

土坑 は、 グリッドポイント付近、礎石番号 、 の間に位置する。 層除去後、 層上面で検

出された。上端 、下端 、深さ を測る。覆土は、 層の摩周 火山灰（ ｇ）であ

る。底面から柱穴 が検出されている。

土坑 は、 グリッド、礎石番号 の南に位置する。 層除去後、 層上面でおよそ 分の ほど

の検出規模である。上端 、深さ を測る。覆土は、 層の摩周 火山灰（ ｇ）である。

土坑 は、 グリッド、礎石番号 、 の間に位置する。 層除去後、 層上面で検出された。上

端 、下端 、深さ を測る。

土坑 は、 グリッド、礎石番号 、 の間に位置する。 層除去後、 層上面で検出された。上

端 、下端 、深さ を測る。

集石（ ）

集石は、 ｶ所検出された。

集石 は、 グリッド、礎石番号 、 の間に位置する。 層上面で検出された。～ の切石

が、長さ 、幅 ～ 、厚さ を測る。

南棟（第 図・第 図・第 表・第 表）

南棟は、昭和 年（ ）に増改築された棟である。

調査区内では、測量調査時に 個の礎石を確認、内訳は、自然石玉石が 個、切石が 個、コンク
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リート基礎 が 個、コンクリート基礎 が 個、コンクリートブロックが 個である。

発掘調査により新たに自然石玉石が 個（礎石番号 ）、コンクリート基礎 が 個（礎石番号 ）、

コンクリートブロックが 個（礎石番号 、 ）検出され、 個となった。

この内、礎石地業が有るものが 個、無いものは 個で、礎石番号 、 、 、 、 、 、 、

、 である。その他検出された遺構は、柱穴 基、土坑 基、表玄関、裏玄関盛土である。

出土遺物は、陶磁器類 点、金属製品 点、ガラス製品 点、木製品 点、動物遺体 点、そ

の他 点、合計 点である。

礎石地業（第 図・第 図）

礎石地業は 層下面、整地層下面から検出された。形状は、楕円形、隅丸方形、大きさは、上端

～ 、下端 ～ 、深さ ～ を測り断面形状は箱型である。地業の根石は、～ の円

礫、～ の切石、コンクリート片である。以下、礎石の種別により礎石地業について述べる。

自然石礎石の礎石地業

自然石礎石は、礎石番号 、 を除き建物内に設置されている。

礎石地業があるものが 個（礎石番号： ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ）で

ある。大きさは、上端 ～ 、下端 ～ 、深さ ～ である。根石は、～ の

円礫、～ の切石、コンクリート片である。基本的に地業底面は、大きな切石やコンクリート片が設

置され、上部までは、円礫、切石、コンクリート片で締め固められている。

礎石地業がないものは、 個（礎石番号： ・ ・ ・ ・ ・ ・ ）である。礎石の下部はコン

クート片、～ の円礫、切石、上部までは、～ の円礫を根石としている。この地点は、整地のた

め盛土されている、整地後、掘削し根石を入れたと思われるが、明確な掘り込みは、認められなかった。

コンクリート礎石 の礎石地業

コンクリート礎石 は、建物外周の西側（礎石番号： ・ ・ ）北側（ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ）、南側（ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ）、東側（ ・ ・ ）、建物内北西側（礎

石番号： ・ ・ ・ ・ ）、南東側（礎石番号： ・ ・ ）に設置されている。

礎石地業は、上端 ～ 、下端 ～ 、深さ ～ の規模である。根石は、～

の円礫、～ の切石、コンクリート片である。地業底面には、大きな切石やコンクリート片が設置さ

れ、上部も、円礫、切石、コンクリート片で締め固められている。

コンクリート礎石 の礎石地業

コンクリート礎石 は、建物外周の東側（礎石番号： ・ ・ ）表玄関付近に設置されている。

礎石地業は、上端 ～ 、下端 ～ 、深さ ～ の規模である。礎石番号

は、西側の礎石番号 と地業が繋がる。根石は、～ の円礫、～ の切石、コンクリート片であ

る。地業底面には、大きな切石やコンクリート片が設置され、上部も、円礫、切石、コンクリート片で

締め固められている。

コンクリート礎石 の礎石地業

コンクリート礎石 （礎石番号： ）は、コンクリート礎石 の礎石番号 の北側から発掘調査に

より検出された。柱穴 の南端を掘り込み設置されている。

礎石地業は、上端 、下端 、深さ の規模である。根石は、～ の円礫、～ の切石、

コンクリート片である。
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第 20 図・第 21 図 

� 切石・コンクリートブロックの礎石地業�

� 切石（礎石番号：�）、コンクリートブロック（礎石番号：���・���・��・��・��）は、建物外周の南

側裏玄関付近に設置されている。�

礎石地業があるものは、礎石番号 ���、���、��で、上端 ��～����、下端 �～����、深さ ���� の小規

模なものである。根石は、～���� の円礫、～����の切石、コンクリート片である。�

礎石地業がないものは、礎石番号 �、��、�� で、添えられているだけである。�

�

�

柱穴（柱穴 ��～��）�

柱穴は、��基検出された。�

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 ��、�� の間、� 層上面から検出された。上端 ����、下端�����、

深さ ���� を測り平底である。北側に柱痕あり、上端 ����、下端 ������、深さ ���� を測り平底である。�

柱穴 ��・�� は、�� グリッド、柱穴 �� の北側、� 層上面から検出された。上端 ����、深さ ���� を測

り平底である。�

柱穴 �� は、�� グリッド�、礎石番号 �� の南西側、�層上面から検出された。上端 ����、下端 ������、

深さ ���� を測り平底である。�

柱穴 ��～��は、�� グリッド、礎石番号 ��と ���の間、� 層上面で検出された。柱穴 �� は、上端 ����、

下端 ������、深さ ����。柱穴 �� は、上端 ����、下端 �����、深さ ����。柱穴 ��は、上端 ����、下端

������、深さ ����。柱穴 �� は、検出規模はおよそ半分、上端 ����、下端 �����、深さ ����。いずれも

平底である。�

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 ��� の北東側、�層上面でおよそ半分ほど検出された。上端 ����、

下端 ����、深さ ���� を測り平底である。�

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 ��の北側、�層下面から検出された。およそ �分の �の検出であ

る。上端 ����、下端 ����、深さ ����を測り平底である。�

柱穴 �� は、��グリッド、礎石番号 �� の東側、�層下面から検出された。上端 ����、下端 ����、深さ

���� を測り尖底である。�

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 ��の東側から、�層下面から検出された。およそ �分の �の検出

で上端 ����を測る。�

第20図　南棟礎石地業検出状況
　　　　(礎石番号:88･87･86･85)
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第21図　南棟礎石地業検出状況
　　　　(礎石番号:62･63･64･65）
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第 23 図 では、�～� 層まで掘り込まれ、その深さは最大 ���� を

測る。�

�

裏玄関（第 �� 図）�

南側の裏玄関部分は、測量調査で確認されたとおり、

礎石番号 ����������������������������� をつなぐ �ｍ

×�ｍ���� の範囲で盛土されていた。�

礎石番号 ����������������������������� の発掘区に

あたる部分の �層を除去すると～��� の円礫、～���� の

切石、～���� のコンクリート片が出土した。広がりは、

測量調査の規模と同じであり、厚さは ���� を測る。�

�

� その他：便槽板枠（第 �� 図）�

� 南棟 �� グリッド、礎石番号 ��、�� の南側から、同番

号礎石地業の上部、整地層下面から ����×�ｍ����、厚

さ ��� の板が出土した。この地点は使用人用の便所があ

った場所で、板の形も北棟で出土した便槽板枠と同様で

ある。便槽自体の規模は、不明である。�

なお、南側で径 ����、厚さ ��� の桶の底部が整地層下�

面から出土しているが、便槽に関わるものかどうかは、�

わからない。�

�

（４）遺物（第 � 表、第 �� 図、図版 �）�

� 出土した遺物の総点数は、����� 点である。遺物の種類は、陶磁器類（飯茶碗・飯茶碗蓋・湯呑碗・

猪口・皿・急須・土瓶・徳利・甕・擂鉢・酒瓶蓋・碍子・土管等）、金属製品（鉄鍋・釘・鎹・包丁・火

箸・鉄板・鉄線等）、硬貨、ガラス製品（瓶・窓ガラス・おはじき）、木製品（木炭・箸・廃材）、動物遺

体（貝類・魚骨・鳥骨・獣骨）がある。各棟の出土遺物数は、下記及び第 �表のとおりである。�

北棟では、陶磁器類 ��� 点、金属製品 �� 点、ガラス製品 ��点、木製品 �点、動物遺体 ��� 点、その

他 ��点、合計 ��� 点である。遺物は、１層（流土）下面からの出土である。動物遺体の貝類は、殆どが

地業内からの出土であり、根石の円礫採取時に含まれたものである。中央棟では、陶磁器類 �� 点、金属

製品 �� 点、ガラス製品 �� 点、木製品 � 点、動物遺体 ��点、その他 �点、合計 ��� 点。南棟では、陶磁

器類 �� 点、金属製品 ��� 点、ガラス製品 �� 点、木製品 �� 点、動物遺体 ��点、その他 �� 点、合計 ���

点となる。�

陶磁器類�

� 出土したものは、小片が多く器種特定が困難ものが多い。碗、皿は近代のものである。�

�、�は飯茶碗である。�

� は口径 ������、底径 �����、高さ ����� を測る。外面に立涌文に花菱文、高台に太い二重線文がつ

く。�

� は、口縁から胴部のもので、口径 ������ を測る。外面に地文、青海波文、唐草文、内面の縁絵に瓔

第23図　南棟裏玄関実測図
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第 22 図 

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 �� の南東側から整地層で検出された。上端 ����、下端 ������、

深さ ���� を測り平底である。�

柱穴 �� は、��グリッド、礎石番号 ��の北側から整地層で検出された。上端� ����、下端 ����、深さ

���� を測り平底である。西側に径 ����、長さ ���� の柱材が出土している。�

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 �� の北東側、� 層下面から検出された。上端 ����、深さ ���� を

測り尖底である。�

柱穴 �� は、�� グリッド、礎石番号 �� の南側、整地層から検出された。上端 ����、下端 �����、深さ

���� を測り尖底である。�

柱穴 �� は、��グリッド�、礎石番号 ��の南側、�層から検出された。上端 ���、深さ ���� を測る。�

柱穴 �� は、��グリッド、礎石番号 ��の北側、�層から検出された。上端 ���、深さ ��� を測る。�

柱穴 �� は、��グリッド、礎石番号 �� の北側、�層から検出された。上端 ����、下端 ����、深さ ����

を測り平底である。南端に礎石番号 ��� の地業が柱穴を切って造られる。�

柱穴 �� は、��グリッド、礎石番号 ��の南西側、�層から検出された。およそ半分ほどの検出で上端

����、下端 ���、深さ ���� を測る。�

�

土坑（�～�）�

土坑は、�基検出された。�

土坑 �は、�� グリッド、礎石番号 ��の南東、�層下面から検出された。およそ � 分の �ほどの検出で、

上端 ����、下端 ������、深さ ���� を測る。覆土は、� 層の摩周 �火山灰（���ｇ）である。�

土坑 �は、��グリッド、礎石番号 �� の南東、整地層から検出された。およそ �分の �ほどの検出で、

上端 ����、深さ ����� を測る。～��� の切石が詰められている。�

土坑 �� は、��グリッド、礎石番号 ��の南側、�層上面で検出された。上端 ����～������、深さ ���

を測る。�

�

表玄関（第 �� 図）�

� 東側の表玄関部分は、測量調

査で確認されたとおり、礎石番

号 ����������������������� を

繋ぐ �ｍ����×�ｍ���� の範囲

の土が硬くしめられていた。礎

石番号 ��������������������

の発掘区にあたる部分の �層を

除去すると～��� の円礫、～

���� の切石、～���� のコンクリ

ート片が出土した。その広がり

は、北側、東側、南側に認めら

れ、確認出来た規模は、�ｍ×�

ｍ���� である。東側の土層断面
第22図　南棟表玄関盛土図
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番号 棟 グリッド 礎石種別 長軸（cm） 短軸（cm） 厚さ/高さ（cm） 礎石上部（標高m) 礎石下部(標高m) 高低差（m）

南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 コンクリート基礎B
南棟 コンクリート基礎B
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 自然石玉石
南棟 コンクリート基礎A
南棟 自然石玉石
南棟 切石
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 自然石玉石
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A

中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎B
中央棟 自然石玉石

中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎B
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 切石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 コンクリートブロック

中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石

第1表　測量調査礎石計測一覧(2）

―34―

番号 棟 グリッド 礎石種別 長軸（cm） 短軸（cm） 厚さ/高さ（cm） 礎石上（標高m) 礎石下(標高m) 高低差（m）

� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� 切石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリートブロック ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリートブロック ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリートブロック ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� (����) (����) ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリートブロック ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 中央棟 �� コンクリート基礎B ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 � ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎B ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎B ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����

第1表　測量調査礎石計測一覧(1）
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番号 棟 グリッド 礎石種別 長軸（cm） 短軸（cm） 厚さ/高さ（cm） 礎石上部（標高m) 礎石下部(標高m) 高低差（m）

南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 自然石玉石
南棟 コンクリート基礎B
南棟 コンクリート基礎B
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 自然石玉石
南棟 コンクリート基礎A
南棟 自然石玉石
南棟 切石
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 自然石玉石
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A

中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎B
中央棟 自然石玉石

中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎B
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 切石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 コンクリートブロック

中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 コンクリートブロック
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石

第1表　測量調査礎石計測一覧(2）
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番号 棟 グリッド 礎石種別 長軸（cm） 短軸（cm） 厚さ/高さ（cm） 礎石上（標高m) 礎石下(標高m) 高低差（m）

� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
� 南棟 �� 切石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリートブロック ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリートブロック ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリートブロック ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� (����) (����) ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリートブロック ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 中央棟 �� コンクリート基礎B ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 � ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎B ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎B ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 �� 自然石玉石 ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� 切石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� 自然石玉石 ���� ���� � ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����
�� 南棟 B� コンクリート基礎A ���� ���� ���� ����� ����� ����

第1表　測量調査礎石計測一覧(1）
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礎石地業根石

長軸（cm） 短軸（cm） 長軸（cm） 短軸（cm） 円礫（cm）

自然石玉石 ～10cm 柱穴1
自然石玉石 ～10cm 礎石補強
自然石玉石 ～10cm 地業拡幅
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm 地業拡幅
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～5cm 地業拡幅、柱穴2

自然石玉石 ～5cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～5cm
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～20cm
自然石玉石 ～20cm
自然石玉石 ～5cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～6cm
自然石玉石 ～6cm
自然石玉石 ～5cm

コンクリート基礎C ～10cm 地業拡幅
コンクリート基礎C ～10cm 地業拡幅

自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～20cm 　
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～8cm 　

コンクリート ～10cm 礎石補強
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～8cm 　
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～8cm 柱穴3
自然石玉石 ～15cm
自然石玉石

第2表　北棟礎石地業計測一覧

備　考礎石番号
礎石地業（上端） 礎石地業（下端）

グリッド 礎石種別 深さ（cm） 上部礫範囲（cm）
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番号 棟 グリッド 礎石種別 長軸（cm） 短軸（cm） 厚さ/高さ（cm） 礎石上部（標高m) 礎石下部(標高m) 高低差（m）

中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 切石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 コンクリート基礎B
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 自然石玉石
北棟 コンクリート基礎C

中央棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
北棟 コンクリート基礎C
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 コンクリート破片
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

第1表　測量調査礎石計測一覧(3）
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礎石地業根石

長軸（cm） 短軸（cm） 長軸（cm） 短軸（cm） 円礫（cm）

自然石玉石 ～10cm 柱穴1
自然石玉石 ～10cm 礎石補強
自然石玉石 ～10cm 地業拡幅
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm 地業拡幅
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～5cm 地業拡幅、柱穴2

自然石玉石 ～5cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～5cm
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～20cm
自然石玉石 ～20cm
自然石玉石 ～5cm
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～6cm
自然石玉石 ～6cm
自然石玉石 ～5cm

コンクリート基礎C ～10cm 地業拡幅
コンクリート基礎C ～10cm 地業拡幅

自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～20cm 　
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～8cm 　

コンクリート ～10cm 礎石補強
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm 　
自然石玉石 ～10cm
自然石玉石 ～8cm 　
自然石玉石 ～8cm
自然石玉石 ～8cm 柱穴3
自然石玉石 ～15cm
自然石玉石

第2表　北棟礎石地業計測一覧

備　考礎石番号
礎石地業（上端） 礎石地業（下端）

グリッド 礎石種別 深さ（cm） 上部礫範囲（cm）
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番号 棟 グリッド 礎石種別 長軸（cm） 短軸（cm） 厚さ/高さ（cm） 礎石上部（標高m) 礎石下部(標高m) 高低差（m）

中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 コンクリート基礎A
中央棟 切石
中央棟 自然石玉石
中央棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 コンクリート基礎B
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

中央棟 自然石玉石
北棟 コンクリート基礎C

中央棟 コンクリート基礎A
南棟 コンクリート基礎A
北棟 コンクリート基礎C
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 コンクリート破片
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石
北棟 自然石玉石

第1表　測量調査礎石計測一覧(3）



―39―

長軸（cm） 短軸（cm） 長軸（cm） 短軸（cm） 切石 円礫 コンクリート

コンクリート基礎B ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○

自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○ 柱穴13

　 　 　
○ ○ 西側
○ ○ ○ 東側
　 　 　
○ ○ ○ 西側
○ ○ ○ 東側

自然石玉石 ○ ○ 　
自然石玉石 ○ ○ 　
自然石玉石 ○ ○ 柱穴12

コンクリート基礎B ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 　　　　　　　　 　 北棟同様
自然石玉石 　 北棟同様
自然石玉石

コンクリートブロック

自然石玉石 ○ ○
コンクリートブロック 柱穴14

自然石玉石 ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○

自然石玉石 ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○

切石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石

コンクリート基礎B ○ ○ ○
自然石玉石 ○ ○ ○ 　

コンクリート基礎A ○ ○

備　考
礎石地業根石

礎石番号 グリッド 礎石種別
礎石地業（上端） 礎石地業（下端）

深さ（cm）

第4表　中央棟礎石地業計測一覧

コンクリート基礎B

自然石玉石

上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
柱穴 ①層地業底部 礎石108の地業内
柱穴 ①層地業底部 礎石101の地業内
柱穴 3層上面 礎石121下部
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面 土坑4底面

上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
土坑 2層上面 　
土坑 2層上面
土坑 3層上面
土坑 3層上面
土坑 3層上面

長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)
集石 3層上面 22.0～28.6 ～10cmの切石

備　考

種別 番号 地点
規　　　　　模

検出層位 備　考

種別 番号 地点
規　　　　　模

検出層位

第5表　中央棟検出遺構一覧

備　考種別 番号 地点
規　　　　　模

検出層位
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上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
柱穴 ①層地業底部 礎石118の地業内
柱穴 1層下面 礎石141の地業内
柱穴 1層下面 礎石185の地業内
柱穴 5層
柱穴 5層
柱穴 5層

9層
9層 柱材
9層 柱痕
9層
9層 柱痕

柱穴 11層
柱穴 11層
柱穴 11層

幅(cm) 長さ(cm) 深さ(cm)
溝跡 5層 6.4～14.3

上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
土坑 8層上面 煉瓦出土
土坑 6層上面

長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)
旧便槽跡

長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)
集石 1層下面 10.0～50.0 ～20cm円礫
集石 1層下面 ～20cm円礫
集石 1層下面 ～20cm円礫
集石 1層下面 ～20cm円礫
集石 1層下面 17.0～34.6 ～20cm円礫
集石 1層下面 ～20cm円礫

備　考

備　考
規　　　　　模

規　　　　　模
検出層位

地点番号 検出層位

規　　　　　模
検出層位

備　考

地点

種別

種別

種別

規　　　　　模
検出層位

第3表　北棟検出遺構一覧

種別

地点

柱穴

柱穴

地点番号

番号

種別 番号 地点

番号
規　　　　　模

検出層位 備　考

備　考
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長軸（cm） 短軸（cm） 長軸（cm） 短軸（cm） 切石 円礫 コンクリート

コンクリート基礎B ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○

自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○ 柱穴13

　 　 　
○ ○ 西側
○ ○ ○ 東側
　 　 　
○ ○ ○ 西側
○ ○ ○ 東側

自然石玉石 ○ ○ 　
自然石玉石 ○ ○ 　
自然石玉石 ○ ○ 柱穴12

コンクリート基礎B ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 　　　　　　　　 　 北棟同様
自然石玉石 　 北棟同様
自然石玉石

コンクリートブロック

自然石玉石 ○ ○
コンクリートブロック 柱穴14

自然石玉石 ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○

自然石玉石 ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○
コンクリート基礎A ○ ○

切石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石 ○ ○
自然石玉石

コンクリート基礎B ○ ○ ○
自然石玉石 ○ ○ ○ 　

コンクリート基礎A ○ ○

備　考
礎石地業根石

礎石番号 グリッド 礎石種別
礎石地業（上端） 礎石地業（下端）

深さ（cm）

第4表　中央棟礎石地業計測一覧

コンクリート基礎B

自然石玉石

上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
柱穴 ①層地業底部 礎石108の地業内
柱穴 ①層地業底部 礎石101の地業内
柱穴 3層上面 礎石121下部
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面
柱穴 3層上面 土坑4底面

上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
土坑 2層上面 　
土坑 2層上面
土坑 3層上面
土坑 3層上面
土坑 3層上面

長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)
集石 3層上面 22.0～28.6 ～10cmの切石

備　考

種別 番号 地点
規　　　　　模

検出層位 備　考

種別 番号 地点
規　　　　　模

検出層位

第5表　中央棟検出遺構一覧

備　考種別 番号 地点
規　　　　　模

検出層位
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上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
柱穴 ①層地業底部 礎石118の地業内
柱穴 1層下面 礎石141の地業内
柱穴 1層下面 礎石185の地業内
柱穴 5層
柱穴 5層
柱穴 5層

9層
9層 柱材
9層 柱痕
9層
9層 柱痕

柱穴 11層
柱穴 11層
柱穴 11層

幅(cm) 長さ(cm) 深さ(cm)
溝跡 5層 6.4～14.3

上端(cm) 下端(cm) 深さ(cm)
土坑 8層上面 煉瓦出土
土坑 6層上面

長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)
旧便槽跡

長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)
集石 1層下面 10.0～50.0 ～20cm円礫
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第3表　北棟検出遺構一覧
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長軸(cm） 短軸(cm） 長軸(cm） 短軸(cm） 切石 円礫 コンクリート
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自然石玉石 ○

コンクリート基礎C ○ ○ ○
コンクリートブロック ○ ○ ○
コンクリートブロック 　 ○ 　

番号 グリッド 礎石種別 深さ（cm）

第6表　南棟礎石地業計測一覧(2)
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コンクリート基礎A ○ ○ ○
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地点 分類1 数量 分類2 数量 分類3 数量
碗
不明（小片）
甕
擂鉢
土管
釘
火箸
鉄板
角ネジ
ボルト
不明
瓶
窓ガラス

木製品 　 廃材
ウバガイ

ホタテガイ

ヤマトシジミ

不明

その他 不明

合計

地点 分類1 数量 分類2 　　　　 分類3 数量
飯茶碗
飯茶碗蓋
湯呑碗
猪口
皿
酒瓶蓋
碍子
不明
甕
煙突
土管
不明
皿
急須
土瓶

不明 　
釘
落釘状
船釘
鉄鍋
包丁
鉄板
戸車
瓶の蓋
不明
急須取っ手
銅板
不明

硬貨
不明

瓶
窓ガラス
おはじき
部品
炭
箸
廃材
ウバガイ

カキ

ガラス製品

木製品 　

金属製品

鉄製品

銅製品

貝類

陶磁器類

陶磁器

陶器

炻器

中央棟

陶磁器類

陶磁器

陶器

金属製品

第8表　出土遺物一覧(2)

南棟

動物遺体 貝類

鉄製品

ガラス製品

動物遺体
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地点 分類1 数量 分類2 数量 分類3 数量
湯呑碗 13
碗 1
小皿 12
急須 1
徳利 �
甕 1
不明（小片） 113
徳利 2
甕 3
擂鉢 3
土管 12
不明 �
釘 ��
鎹 1
釘抜き 1
穀物等検査機 1
鉄板 1
鉄線 1
蓋 1
瓶 3�
窓ガラス 2�
おはじき 1

木製品 3 　 3 不明 3
アサリ 1�

アヤボラ 3

アワビ 1

イガイ 1

イシカゲガイ 2

ウバガイ 3�

エゾアワビ 1

エゾイシカゲガイ �1

エゾキンチャクガイ ��

エゾタマキガイ �

エゾチヂミボラ 1

エゾフネガイ 3

エゾワスレガイ ��

オオイシカゲガイ 1

オオマルフミガイ ��

カキ 1

カワシンジュガイ 1

コウダカスカシガイ 1

サラガイ 3

チシマフジツボ 1

ヌノメアサリ 1�

ビノスガイ 3

ホタテガイ 13

ユキノカサガイ �

不明 31�

魚骨 1 不明 1

鳥骨 2 不明 2

ネコ 3

不明 1�

不明 1� 1�

その他 1� 1� 1�

合計 ���

22

動物遺体 ���

貝類 �1�

獣骨

北棟

�1

ガラス製品 �1 �1

金属製品 �1 鉄製品

陶磁器類 1�3

陶磁器 1��

陶器 2�

第8表　出土遺物一覧(1)
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６．まとめ

平成 ～ 年度「保存修理工事に伴う埋蔵文化財発掘調査」により実施した史跡旧奥行臼駅逓所主屋

の発掘調査の結果についてまとめる。

（１） 測量調査

駅逓所主屋解体後（北棟は、ジャッキアップによる半解体修理）に行った測量調査により、建物下の

現況、礎石及び関連施設の詳細、その規模が明らかになった。

記録した礎石は、①自然石玉石 個、②切石 個、③コンクリート基礎 （上 角・下 角・

高さ ） 個、④コンクリート基礎 （上 角・下 角・高さ ・面取有） 個、⑤コンク

リート基礎 （上 角・下 角・高さ、 ・ ） 個、⑥コンクリートブロック 個、⑦コ

ンクリート 個、合計 個である。関連施設としては、炉 ｶ所、便槽 ｶ所、煙突（煉瓦製） ｶ所、

室 ｶ所、表玄関、裏玄関の整地、盛土である。

この内、礎石の大部分を①自然石玉石を設置している大正 年（ ）に増築された北棟は、中央棟、

南棟の各礎石が混在する礎石配置と比較しても、建築当時の様相をそのまま残していることが、測量・

発掘調査の両方から確認することが出来た。

（２） 発掘調査

北棟（大正 年（ ）増築）

調査により新たに自然石玉石が 個出土し礎石数は、合計 個となった。この内、礎石地業が有るも

のが 個である。その他、柱穴 基、溝跡 ｶ所、土坑 基、旧便槽跡 ｶ所、集石 ｶ所を検出した。

測量調査時に確認したとおり、大部分が自然石玉石の礎石を設置し礎石地業を施している。礎石地業

は、礎石番号 を除き、形状・規模に若干の違いはあるが、地業内の根石や覆土が同様であり、同時

代に施工されたものであることがわかった。地業内の根石・覆土には、貝類が含まれていることから採

取地は海岸であると思われるが、礎石として使用されている自然石玉石を含め採取地を確定することが

出来ない。なお、北棟南東側、中央棟に含まれる礎石番号 、 は、自然石玉石で礎石地業も北棟と

同じものである。

自然石玉石以外のもので、建物東側の ｶ所のコンクリート基礎 は、大正 年（ ）当時の礎石地

業を拡幅し設置されている。また、北東側の礎石番号 のコンクリート礎石の下部には、自然石玉石

が残存していた。いずれも礎石の沈み込みに対処した後年の補強措置が見られる。

柱穴は、地業内から検出されたものが 基ある。中でも柱穴 は、礎石番号 の礎石地業底面から

の の深さがある。並行して南側に続く中央棟の礎石地業・土坑底面にも柱穴を伴うものが見られる

ことから、何らかの関連性が考えられるようである。その他柱穴は、北棟外周に多く検出され、建築時

の足場の柱穴等が想定される。

溝跡は、北棟の南東側の中央棟との隣接部分で検出されている。柱穴 を含め塀のようなものが置か

れていたのであろうか。

土坑は、 基検出されている。土坑 は、礎石番号 の礎石地業と同時期に掘り込まれており、底

面から煉瓦が 個出土している。補強のためであろうか用途を特定することが出来ない。

旧便槽跡（板枠）は、礎石番号 、最終的に使用されていたコンクリート便槽の下面から検出され
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６．まとめ
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が多く見られる。根石に使用しないものを玄関の地固め用に集めたものと思われる。

遺物

出土した遺物の大部分が近代の所産であるが、年代が明らかなものとして、越後産焼酎徳利の角田山

麓松郷屋焼（ ～ 年代製造）が 点、五頭山麓笹岡焼（ ～ 年代製造）が 点、上野・高

取系擂鉢（幕末）が 点、唐津焼擂鉢（ 世紀製造）の 点がある。いずれも幕末～明治のものである。

参考・引用文献 
別海町教育委員会 『別海町奥行臼駅逓所調査報告書』

別海町郷土資料館 『近世のべつかい』

別海町教育委員会 『史跡旧奥行臼駅逓所保存管理計画書 平成 ・ 年度史跡等保存管理計画策定

事業報告書』

別海町教育委員会 『史跡旧奥行臼駅逓所主屋保存修理工事基本設計』

―46―

ている。大正 年（ ）の増築時のものと考えられるが、時期を特定するものはない。

集石は、建物外周で ｶ所検出された。礎石地業の根石と同様の円礫であり、地業内に使用するものの

残り、もしくは敷石ではなかろうか。

中央棟（明治 年（ ）～明治 年（ ）駅逓所創建時）

調査により新たに出土した礎石はない。自然石玉石 個、切石 個、コンクリート基礎 個、コン

クリート基礎 個、コンクリートブロック 個の合計 個の礎石数である。地業が有るものは、 個

である。その他、柱穴 基、土坑 基、集石 ｶ所を検出した。

礎石の配置は、建物内は、自然石玉石の礎石が設置され、西側外周は、コンクリート基礎 、東側の

外周は、コンクリート基礎 を設置している。（礎石番号 を除く）

礎石地業は、同じ自然石礎石でも、根石の設置方法に違いが見られた。下部に切石、上部に円礫、下

部から上部まで切石と円礫を混同したパターンがある。コンクリート基礎 ・ は、礎石底部に切石を設

置し、円礫、切石、コンクリート片、コンクリートが付着した円礫を根石としている。また、礎石地業

がなく切石で礎石を固定するものある。このような礎石や礎石地業の違いは、駅逓所創建時から使用さ

れている中央棟の改築などの変遷にあてはめられるものではないが、コンクリート礎石 ・ は、礎石地

業の施工を見ても粗雑な点が見受けられ、施工の時期に違いがあるように思われる。

柱穴で特徴的なものは、礎石地業底面から検出された柱穴 、 、土坑底面から検出された柱穴

がある。この 基の柱穴と南北に並行するものは、北棟の柱穴 であり、柱穴 と柱穴 の間隔は、約

ｍ（ 間）。柱穴 、柱穴 、柱穴 のそれぞれの間隔は約 ｍある。さらに柱穴 の西側に並

行する柱穴 、柱穴 との間隔は約 ｍ（ 間）ある。さらに柱穴 の東側約 ｍ（ 間）に柱穴

が検出されている。ある種の規則性が見受けられるものとして考えられる。

土坑は、 基検出されている。土坑 、 、 は、覆土に 層摩周ｇ火山灰（ ｇ）を意図的に入れた

ものである。同様の土坑は南棟でも検出されている。（土坑 ）

南棟（昭和 年（ ）増改築）

調査により新たに自然石玉石が 個、コンクリート基礎 が 個、コンクリートブロック 個が検出

され合計 個となった。この内、礎石地業が有るものが 個である。その他、柱穴 基、土坑 基、

表玄関、裏玄関盛土を検出した。

礎石の配置は、建物内は、自然石玉石の礎石が設置され、建物外周は、コンクリート基礎 ・ を設置

している。礎石地業は、自然石礎石では、地業底面に大形の切石やコンクリート片を設置し、上部まで、

円礫、小形の切石、コンクリート片を根石としている。コンクリート基礎 ・ も自然石玉石同様の根石

の設置方法である。南棟の ・ ・ 、 ・ グリッドは、整地のため盛土されている。整地層からの礎

石地業の明確な掘り込みは認められなかったが、整地後掘削し根石を入れたと思われる設置の仕方であ

る。礎石地業の施工は、北棟と比較すると粗雑な点が見受けられる。

柱穴は 基検出され、建物内の北西側に集中している。土坑は 基検出され、土坑 は、中央棟で検

出された覆土に 層摩周ｇ火山灰（ ｇ）を意図的に入れたものと同様のものである。

表玄関、裏玄関は、測量調査時に確認されたとおり、土が硬くしめられ、裏玄関は盛土がされていた

地点である。 層下面、盛土下面は、円礫、切石、コンクリート片が厚く堆積し、表玄関で最大 、

裏玄関で の厚さを測る。礎石地業の根石に使用するものと同様のものが堆積し、切石は大形のもの



―47―

が多く見られる。根石に使用しないものを玄関の地固め用に集めたものと思われる。

遺物

出土した遺物の大部分が近代の所産であるが、年代が明らかなものとして、越後産焼酎徳利の角田山

麓松郷屋焼（ ～ 年代製造）が 点、五頭山麓笹岡焼（ ～ 年代製造）が 点、上野・高

取系擂鉢（幕末）が 点、唐津焼擂鉢（ 世紀製造）の 点がある。いずれも幕末～明治のものである。

参考・引用文献 
別海町教育委員会 『別海町奥行臼駅逓所調査報告書』

別海町郷土資料館 『近世のべつかい』

別海町教育委員会 『史跡旧奥行臼駅逓所保存管理計画書 平成 ・ 年度史跡等保存管理計画策定

事業報告書』

別海町教育委員会 『史跡旧奥行臼駅逓所主屋保存修理工事基本設計』

―46―

ている。大正 年（ ）の増築時のものと考えられるが、時期を特定するものはない。

集石は、建物外周で ｶ所検出された。礎石地業の根石と同様の円礫であり、地業内に使用するものの

残り、もしくは敷石ではなかろうか。

中央棟（明治 年（ ）～明治 年（ ）駅逓所創建時）

調査により新たに出土した礎石はない。自然石玉石 個、切石 個、コンクリート基礎 個、コン

クリート基礎 個、コンクリートブロック 個の合計 個の礎石数である。地業が有るものは、 個

である。その他、柱穴 基、土坑 基、集石 ｶ所を検出した。

礎石の配置は、建物内は、自然石玉石の礎石が設置され、西側外周は、コンクリート基礎 、東側の

外周は、コンクリート基礎 を設置している。（礎石番号 を除く）

礎石地業は、同じ自然石礎石でも、根石の設置方法に違いが見られた。下部に切石、上部に円礫、下

部から上部まで切石と円礫を混同したパターンがある。コンクリート基礎 ・ は、礎石底部に切石を設

置し、円礫、切石、コンクリート片、コンクリートが付着した円礫を根石としている。また、礎石地業

がなく切石で礎石を固定するものある。このような礎石や礎石地業の違いは、駅逓所創建時から使用さ

れている中央棟の改築などの変遷にあてはめられるものではないが、コンクリート礎石 ・ は、礎石地

業の施工を見ても粗雑な点が見受けられ、施工の時期に違いがあるように思われる。

柱穴で特徴的なものは、礎石地業底面から検出された柱穴 、 、土坑底面から検出された柱穴

がある。この 基の柱穴と南北に並行するものは、北棟の柱穴 であり、柱穴 と柱穴 の間隔は、約

ｍ（ 間）。柱穴 、柱穴 、柱穴 のそれぞれの間隔は約 ｍある。さらに柱穴 の西側に並

行する柱穴 、柱穴 との間隔は約 ｍ（ 間）ある。さらに柱穴 の東側約 ｍ（ 間）に柱穴

が検出されている。ある種の規則性が見受けられるものとして考えられる。

土坑は、 基検出されている。土坑 、 、 は、覆土に 層摩周ｇ火山灰（ ｇ）を意図的に入れた

ものである。同様の土坑は南棟でも検出されている。（土坑 ）

南棟（昭和 年（ ）増改築）

調査により新たに自然石玉石が 個、コンクリート基礎 が 個、コンクリートブロック 個が検出

され合計 個となった。この内、礎石地業が有るものが 個である。その他、柱穴 基、土坑 基、

表玄関、裏玄関盛土を検出した。

礎石の配置は、建物内は、自然石玉石の礎石が設置され、建物外周は、コンクリート基礎 ・ を設置

している。礎石地業は、自然石礎石では、地業底面に大形の切石やコンクリート片を設置し、上部まで、

円礫、小形の切石、コンクリート片を根石としている。コンクリート基礎 ・ も自然石玉石同様の根石

の設置方法である。南棟の ・ ・ 、 ・ グリッドは、整地のため盛土されている。整地層からの礎

石地業の明確な掘り込みは認められなかったが、整地後掘削し根石を入れたと思われる設置の仕方であ

る。礎石地業の施工は、北棟と比較すると粗雑な点が見受けられる。

柱穴は 基検出され、建物内の北西側に集中している。土坑は 基検出され、土坑 は、中央棟で検

出された覆土に 層摩周ｇ火山灰（ ｇ）を意図的に入れたものと同様のものである。

表玄関、裏玄関は、測量調査時に確認されたとおり、土が硬くしめられ、裏玄関は盛土がされていた

地点である。 層下面、盛土下面は、円礫、切石、コンクリート片が厚く堆積し、表玄関で最大 、

裏玄関で の厚さを測る。礎石地業の根石に使用するものと同様のものが堆積し、切石は大形のもの



―49―

 
 
 
 
 
 

写 真 図 版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―48―



―49―

 
 
 
 
 
 

写 真 図 版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―48―



―51―

図版2

○

6．中央棟礎石地業107根石（南から）

7．中央棟土坑4、柱穴23（東から）

5．中央棟礎石地業130（東から）

1．北棟旧便槽跡(北から） 2．中央棟礎石地業113・土坑3(西から）

3．中央棟礎石地業113根石(西から） 4．中央棟礎石地業108・柱穴12(東から）

8．北棟・中央棟調査状況（東から）
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図版1

○

1．調査前の状況（北棟ジャッキアップ前・南から）

4．北棟礎石地業135根石堆積状況（西から）

2．北棟礎石地業148（西から） 3．北棟礎石地業118（南から）

5．北棟礎石地業135（西から）
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